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平成２０年度夢づくり協働推進事業の実施状況 ５ 

事 業 名 

地域間交流促進モデル事業 

事業の概要 

過疎化・高齢化が進む中山間地域の活性化を図るため、都市住民との交流を拡大し、二 
地域居住や定住に結びつける必要がある。このため、市町や地域団体等に対して地域資源 
を活かした都市住民との交流や農山漁村体験プログラムづくりを働きかけ、交流体験プロ 
グラムの実施を支援するとともに、受入体制の整備を行った。 

協働の主体、役割分担 

協働の主体 役割分担 

高梁市中央高原三地域懇談会 交流・体験プログラムづくり（企画） 
高梁市成羽町観光協会吹屋支部 交流・体験事業実施 
高梁市成羽町中野地区 

高梁市 交流・体験事業の企画・実施の支援、連絡調整 

県民局（協働推進室） 交流・体験事業の企画・実施の支援 
参加者募集（チラシの作成、広報、参加者取りまと 
め等） 、モニターツアーバスの運行 

実 施 状 況 

１ モデル地域の指定 
（１）事業実施地域：高梁市成羽町中野地区 
（２）高梁市中央高原三地域懇談会、高梁市成羽町観光協会吹屋支部及び高梁市成羽町中 

野地区の代表者、高梁市、県民局で構成する打合せ会議（ワーキンググループ）を 
設置した。 

２ 交流・体験プログラムの策定 

打合せ会議開催日 内 容 

６月 ６日（金） 高梁市、県民局の協議 
モデル地域の選定、地域間交流促進モデル事業の進め方等 

６月２７日（金） 高梁地域「協働推進会議」 
都市と農村の交流を通じた中山間地域の活性化に向けて都市・農 
村交流の取組についての事例発表や意見交換
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打合せ会議開催日 内 容 

７月１５日（火） 高梁市中央高原三地域懇談会等、高梁市、県民局の打合せ 
交流・体験事業（モニターツアー）の開催時期、開催場所及び 
体験・交流内容、参加者募集対象（関西地区の都市住民）協議 

８月２８日（木） 高梁市中央高原三地域懇談会等、高梁市、県民局の打合せ 
交流・体験プログラム（モニターツアー開催日、開催場所及び交 
流・体験内容、スケジュール、募集人員、参加費等）協議 

１０月２９日(水） 高梁市中央高原三地域懇談会等、高梁市、県民局の打合せ 
交流・体験プログラムの最終確認 

３ 都市部への情報発信等 
（１）情報発信 

関西方面の都市住民を対象に募集チラシを配布（９月６日開催の「晴れの国おか 
やま交流・定住フェア２００８（大阪市北区、アクスネッツ梅田）において募集チ 
ラシ配布、ＪＡあしん館宝塚店等に募集チラシ設置、平成１９年度備中流グリーン 
ツーリズムモニターツアー参加者へチラシ送付等） 

（２） 「おいでんせえ備中・モニターツアー」 （都市・農村交流体験モニターツアー）の 
実施 

①開催日：平成２０年１１月１０日（月） 
②場 所：高梁市成羽町中野 中野生活改善センター等 
③内 容：そば打ち、おにぎり・こんにゃくづくり、たまねぎ苗植え、白菜収穫体験 
④参加人数：５４人（男性：１７人、女性：３７人） 

（宝塚市ほか関西在住の方、５０～６０歳代が６８％） 

そば打ち体験 野菜収穫体験 

４ 事業実施結果報告会の開催 
（１）開催日：平成２０年１２月８日（月） 
（２）場 所：高梁市成羽町中野 中野生活改善センター 
（３）参加者：高梁市中央高原三地域懇談会等、高梁市、県民局 
（４）内 容：アンケート調査結果及び今後の事業の進め方について 

成果・効果 

１ 事業実施地区、市、県による協働推進体制の整備ができた。 
２ 都市住民に対して、農村交流や農山村体験プログラムの情報発信を通して、中山間地 

域の魅力を紹介し、中山間地域への関心を高め、継続的な交流や定住に結びつける端緒 
とすることができた。 

３ 地域団体等に対して、地域活性化のために、地域資源を活かした都市住民との交流や 
農山村プログラムの継続的な実施の具体化に繋げていくことができた。


